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神戸大学における現代大学生の

健康に関する意識と人生観

石川雄一九中田康夫田村由美泣谷

丸山英二三山本道雄前田

幸津田紀子L
盛5

要 ヒ=ー回

本研究は、健康と福祉に関する学際的教育プログラムを構築するための基礎的資料を得るために、

神戸大学における現代の学生の健康に関する意識ならびに人生観の特徴を明らかにすることを目的と

した。 752名からの質問紙に対する有効回答をもとに、学部別ならびに性別において分析・検討した。

その結果、自分の健康がどのように統制されているかを示す健康統制所在においては、男性では内的

統制が強く、女性は外的統制が強かった。一方、学部の違い、性別の違いにかかわらず、本学学生は

健康に対する意識や関心が高いことが明らかになった。以上のことから、教育プログラムを構築する

ための重要な背景因子である学生の特性の一部を明らかにすることができたと考える O 今後さらに横

断的ならびに縦断的調査研究を進めることにより、よりよい学際的教育プログラムを構築できる可能

性が示唆された。

索引用語:健康に関する意識、人生観、価値観、大学生、学際的教育プログラム

緒酉

健康は、社会、経済、および個人の発展のた

めに重要な資源であり、生活の質の重要な要素

であるO 政治的、経済的、社会的、文化的、環

境的、行動科学的、生物学的な諸要因は、すべ

て健康を促進させ、また阻害しうる九した

がって、人々の健康と福祉を支えていくために

は、保健医療福祉の専門職だけではなく、社会

の多くの資源との連携が必要であると考えるO

現在、「チーム医療」あるいは「専門職種間

協働」の重要さが強調されている2)が、必ずし

もうまくいっていない。その一因として、専門

職種間の相互理解の基盤の脆弱性だけではなく、

社会との連携が不十分であることが考えられ
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4.神戸大学大学院文化学研究科
5.神戸大学大学院医学系研究科

るM 九すなわち、「健康jという現象ひとつを

取り上げてみても、そこには医学、保健学に限

らず政治、経済など多くの専門分野の協力なし

には何一つ解決できないほど社会が複雑多様化

したからである D

「学際的jという言葉は、 1980年代半ばに「学

際的研究」の必要性が叫ばれ、一時注目を集め

た。中村は、「学際的教育」とまでは明言してい

ないが、筑波大学の生物化学、農学、工学、医

学などの共同カリキュラムであるバイオテクノ

ロジー学際カリキュラムを例に挙げて、「学際

的研究」を進める「学際的教育jの必要性を述

べているヘそこで、われわれは、健康と福祉の

向上のためには社会基盤である人材の育成を学

際的に行う必要があり、そのための教育プログ
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ラムを構築する必要があると考えた。

教育プログラムの構築は教育学上カリキュラ

ム開発に位置づけられており、効果的な教育プ

ログラムを構築するためには、プログラムの前

提 (Presage)や過程 (Process)そして成果 (Prod-

uct) を考慮に入れる必要がある九教育プログ

ラム開発の視点は、プログラム開発の内容、そ

の教育プログラムで学習する対象(学生)の特

性、その教育プログラムを教える教師の力量と

いった前提、いつ、どのような学習をしていく

かといった教育プログラムの具体的プロセス、

そして教育成果をどう評価するかといった3つ

の視点からの枠組みが必要であるO 特に学際的

な教育では、かかわる学問領域が多ければ多い

ほど考慮すべき事柄が複雑になるため綿密な計

画が必要になる O 本学は、総合大学だからこそ

の特徴と利点を生かした「健康と福祉Jに関す
る総合的学習プログラムが可能になると考えた。

それは、このプログラムをとおして医学、保健

学、文学(哲学、倫理学など)、教育学、法学、

経済学、工学などの多分野にわたる学生が、多

分野にわたる教員とテュートリアル、グループ

学習、リフレクションなどの学習方法をとおし

て、人間理解、尊厳、倫理、医療、医療倫理と

法、医療経済などについての理解を深めていき、

人と健康についての共通した認識基盤を共有す

ることにより、将来の健康資源の維持や増進に

寄与することができるようになると考えられる

からであるO

本研究は、このようなプログラム構築の背景

の重要因子の 1つである対象の特性に焦点を当

てる O 対象理解は、いつ、どのような内容をど

のように学習することが教育目標を達成する上

で効果的かを左右する。そこで、本研究の目的

は、学際的教育プログラムの開発のための基礎

資料を得るために、本学学生の健康に関する意

識、人生観ならびに価値観などを明らかにする

こととしfこO

対象と方法

1 .参加者と倫理的配慮

参加者は、本学の2004年度学部在籍者のうち、

調査期間中に実施された研究者ならびに研究協

力者の講義に出席していた者のうち、本研究の

意義を了解した学生であった。

なお、倫理的配慮として、調査用紙の l枚目

の上半分に本研究の目的・方法、ならびに個人

が特定できないよう配慮すること、また参加の

有無は成績評価とは一切関連しないことに関す

る説明文を記載し、調査用紙への任意での回答

および提出を求めた。

2.方法

1 )調査項目

調査項目として、健康に関する意識について

の3項目、ならびに人生観に関する項目を加え

た以下の 4項目について質問紙法にて調査を

行った。

(1)健康統制所在

この調査項目は、参加者が自分の健康がどの

ように統制(コントロール)されていると考え

ているかを調査するものである O 方法として、

堀毛8)により翻訳、改訂された「日本語版Health

Locus of Control尺度J(以下、 JHLCS) を用い

て測定した。本尺度は、 Intemal(以下、 IHLC)、

Family (以下、 FHLC)、Professional(以下、

PHLC)、Chance(以下、 CHLC)、SuperNatural 

(以下、 SHLC)の5つの下位尺度をもっ25の質

問項目で構成された6段階 (1:まったくそう

思わない~ 6 :非常にそう思う)のリッカート

尺度であり、各下位尺度とも得点範囲は5点か

ら30点である O 本尺度では、 5つの下位尺度の

各得点が高いことは、 IHLCにおいては「自分の

健康は自分次第である」との信念が強いことを、

FHLCにおいては「自分の健康は家族の協力の

たまもの」との信念が強いことを、 PHLCにおい

ては「自分の健康は専門家(医師、看護師など)

次第jとの信念が強いことを、 CHLCにおいて

は「自分の健康は偶然による」との信念が強い



ことを、 SHLCにおいては「自分の健康は神仏や

崇りによるJとの信念が強いことをそれぞれ示
している。

(2)健康観

この調査項目は、参加者が「健康」をどのよ

うに考えているかを調査するものである O 方法

として、島内9) が庄和町における調査研究で用

いた15項目からなる質問紙を用いた。この質問

紙は、「健康とは何か」と聞かれたときに参加者

の健康観に合致する項目を15項目から複数回答

可として選択するものである O

(3)価値観

この調査項目は、参加者が何に価値をおいて

いるかを調査するものであるD 方法として、渡

辺10)が作成した19項目なる質問紙を用い、重要

視している順に3項目を選択するように教示し

た。この項目の中には、「自分の健康に注意し、

よい状態を保つ努力をすること」という健康に

関連する選択肢が含まれている O

(4)人生観

この調査項目は、参加者が人生において何を

大切にして生きたいかを調査するものであるO

方法として、内閣府山が青少年の生活と意識に

関する調査で用いた 7項目からなる質問紙を用

いた。この質問紙は、「人の暮らし方、もしくは

自分の考え方Jに最も近いものを 1項目選択す
るものである O

2 )データ収集方法

研究者ならびに研究協力者により講義後に本

研究の調査用紙を配布し、その場で回収した。

なお、調査期間は2004年11月-12月であった。

3.解析方法

健康統制所在については、 5つの下位尺度ご

との学部聞ならびに性別間での差をみるために、

一元配置分散分析ならびに Turkey-Kramer法に

よる多重比較検定を実施した。

健康観については、複数回答可の質問項目の

ため、学部聞ならびに性別間での選択項目の割

合のみを算出した。

価値観については、今回は19項目のうち、最
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も重要視している項目に学部聞ならびに性別間

で差がないかどうかをみるために、独立性の検

定としてど検定を実施した。

人生観については、学部聞ならびに性別間で

差がないかどうかをみるために、独立性の検定

としてど検定を実施した。

なお、統言十解キ斤には Statce12(オーエムエス出

版)を用い、危険率5%未満を有意差ありと判

定したO

結 果

1 .参加者の属性

回答があった793名のうち、すべての項目へ

の記入漏れがない752名分(2004年度の全学部学

生数の5.9%)のデータを今回の分析対象とした。

その結果、参加者の性別は、男性530名、女性

222名であった。また、参加者の学部学科は、海

事科学部が最も多く470名(対象者600名、回収

率59.7%)、医学部199名(対象者255名，回収

率78.0%)、その他83名(うち工学部23名、発

達科学部19名など、回収率48.8%)の順であっ

た(表1) 0 参加者の平均年齢士標準誤差は、男

性20.3土0.1歳、女性20.1::t0. 1歳、全体で20.2

::t0.1歳であった。

各学部聞に参加者数の大きなばらつきがみら

れるため、今回は、全学部のうち健康に最も関

連が強い学部である医学部学生(以下、医学部)

表 1.対象者の学部学科および性別

男性 女性 合計

文学部 3 2 5 
国際文化学部 。 5 5 
発達科学部 11 8 19 
法学部 3 3 6 
経済学部 9 4 13 
経営学部 5 。 5 
理学部 2 3 5 
医学部 50 149 199 
工学部 19 4 23 
農学部 2 。 2 
海事科学部 426 44 470 

530 222 752 

(名)
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表2. 3群のJHLCSの下位尺度の平均値

医学部 (n=199)
海事科学部 (n=470)
その他の学部 (n=83)

IHLC 

22.4::!::0.2， 
23.6土0.29
22.4士0.4----1* 

FHLC 

22. 2::!::0. 2 ， 
20. 8::!::0. 2---1 
21.1土0.4

PHLC 

18. 2::!::0. 2 
18.1::!::0.2 
18.1 ::!::O. 4 

SHLC 

11. 3::!::0. 3， 
12. 3::!::0. 2---1 
11. 5::!::0. 5 

CHLC 

15.1::!::0.3 
15.5土0.2
15.1土0.5

と、最も参加者が多く得られた海事科学部学生

(以下、海事科学部)、およびその他の学部学生

(以下、その他学部)の3群に分けて分析する

こととした。

2.学部別における健康に関する意識ならびに

人生観

1 )健康統制所在

JHLCSの5つの下位尺度の 3群ごとの平均

値は表2のとおりである o 5つの下位尺度のう

ち、 IHLCは、海事科学部が医学部およびその他

の学部に比べ有意に高かった (p<0.01、pく

0.05)0一方、 FHLCは、医学部が海事科学部に

比べ有意に高かった (pく0.01)0また、 SHLC

は、医学部が海事科学部に比べ有意に低かった

(p <0.05)0一方、 PHLCおよびCHLCについ

ては、 3群聞に有意差は認められなかった。な

お、 JHLCSの信頼係数は0.62であった。

*p <0.05、林p<0.01、(X::!::SEM) 

2 )健康観

「健康とは何か」という質問に対する各学部の

回答割合は表3のとおりである O 医学部は、

「心身ともに健やかなこと」が85.9%と最も多

く、「心も身体も人間関係もうまくいっている

こと」が55.3%、「幸福なこと」と「身体が丈

夫で元気が良く調子がよいこと」がともに

52.8%の順であった。 海事科学部は、「心身と

もに健やかなこと」が74.3%で最も多く、「身体

が丈夫で元気が良く調子がよいこと」と「快食・

快眠・快便」がともに50.4%、「病気でないこと」

が46.8%の順であった。その他の学部は、「心

身ともに健やかなことJが71.1%で最も多く、

「幸福なこと」が47.0%、「病気でないこと」

が45.8%のJII買であった。

3 )価値観

19項目のうち、各学部で最も重要視していた

項目の割合は図 1のとおりである O 医学部は、
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0略 20弛 60% 100% 40% 80弛

画自分を美しくかっこよくすること

l図普段の生活にうるおいを求めること
|因物事をみた感じゃフィーリングで判断すること

|回女性が社会に積極的に進出すること

ロ多少貯蓄を減らしても現在の生活を楽しむこと

図屋外でのレジャーやスポーツを楽しむこと

ロ臼本の伝統の良い面を見直すこと

回省エネ&省資視を大切にすること

回家族友人などひととのふれあいを求めること

図無駄がなく、質素な生活をすること

-自分の健康に注意し、よい状態を保つ努力をすること|

日自分の好みや考えをはっきり示すこと | 
図これまでの性道徳にこだわらないこと

園会社や仕事ではなく、家庭を生活の中心におく

・外国文化の中や国際社会で活動すること

目活字よりテレビ、映画、写真等に親しみをもっこ

回天然・自然のものを大事にすること

生活環境をよくすることに努j

・老後の生活に関心をもつこと

図1.学部別の価値観

0% 20% 60% 100% 80% 40% 

届瓦ぷ柔積をあげて、地位や高い評面を議定F函雇画師事示~~f，tりたい 一一一一一一寸
i自社会や他の人々のためにつくしたい 四身近な人との愛情を大事にしていきたい l 
l図自分の趣味を大切にしていきたい 図その日、その日を楽しく生きたい | 

直云り他一 一一 J 

図2.学部別の人生観
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表4.性別による JHLCSの下位尺度の平均値

男性 (n=530)
女性 (n=222)
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日
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15. 2i::0. 3 

「家族友人などひととのふれあいを求めるこ

と」が29.1%と最も多く、「普段の生活にうるお

いを求めること」が25.1%、「自分の健康に注意

し、よい状態を保つ努力をすること」が12.1%

の順であった。海事科学部は、「普段の生活に

うるおいを求めること」が16.0%と最も多く、

「自分の健康に注意し、よい状態を保つ努力を

することjが13.6%、「家族友人などひととのふ

れあいを求めることjが10.9%であった。その

他の学部は、「普段の生活にうるおいを求める

こと」が22.9%と最も多く、「家族友人などひと

とのふれあいを求めること」が21.7%、「自分の

健康に注意し、よい状態を保つ努力をするこ

と」が10.8%の順であった口このように、どの

学部の学生であっても、健康に関連する項目で

ある「自分の健康に注意し、よい状態を保つ努

力をすること」が19項目中の上位3位以内に位

置づけられていた。さらに、ど検定により、学

部間の価値観を比較すると、 3群聞に有意差が

認められた (p<0.001) 0 すなわち、医学部は

「家族友人などひととのふれあいを求めるこ

と」が他の2群に比べ有意に多い反面、「自分を

美しくかっこよくすること」ゃ「自分の好みや

考えをはっきり示すこと」が他の2群に比べ有

意に少なかった。一方、海事科学部は、「屋外で

のレジャーやスポーツを楽しむことJI天然・

自然のものを大切にすることJI物事をみた感じ
ゃフィーリングで判断することJが他の2群に
比べ2倍前後有意に多かった。

4 )人生観

各学部聞における回答割合は図2のとおりで

あるO 医学部は、「身近な人との愛情を大事に

していきたいJが47.7%と最も多く、「その日、
その日を楽しく生きたい」が22.6%、「社会や他

の人々のためにつくしたい」が9.0%のJII頁で

***p <0.001、(X::!::SEM) 

あった。海事科学部は、「身近な人との愛情を

大事にしていきたい」および「その日、その日

を楽しく生きたい」がともに23.6%であり、次

いで「経済的に豊かになりたい」が15.7%の順

であった。その他の学部は、「身近な人との愛

情を大事にしていきたいJおよび「その日、そ
の日を楽しく生きたい」がともに25.3%であり、

次いで「自分の趣味を大切にしていきたいjが

12.0%であった。上位2項目は3群とも同じで

あったが、 x2検定により、 3群聞に有意差が認
められた (pく0.001)0 すなわち、医学部は「身

近な人との愛情を大事にしていきたい」が他の

2群に比べ約 2倍有意に多く、「社会や他の

人々のためにつくしたいjが有意に多い一方、

「良い業績をあげて、地位や高い評価を得た

いJI経済的に豊かになりたいJI自分の趣味を
大切にしていきたいjが他の 2群に比べ3倍前

後有意に少なかった。

3.性別における健康に関する意識ならびに人

生観

1 )健康統制所在

JHLCSの5つの下位尺度の性別ごとの平均

値は表4のとおりである o IHLCは、男性が女

性に比べ有意に高かった (pく0.001)0 一方、

FHLCは、女性が男性に比べ有意に高かった (p

く0.001)0 残りのPHLC、CHLC、SHLCについ

ては、性別間に有意差は認められなかった。

2 )健康観

「健康とは何か」という質問に対する性別ごと

の回答割合は表5のとおりであるO 男性は、

「心身ともに健やかなこと」が72.1%と最も多

く、「身体が丈夫で元気が良く調子がよいこと」

が48.5%、「快食・快眠・快便jが46.4%の順

であった。一方、女性は、「心身ともに健やかな
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表5.性別による健康観
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こと」が88.7%で最も多く、「快食・快眠・快

便」が56.3%、「身体が丈夫で元気が良く調子が

よいこと」が54.1%の順であった。

3 )価値観

性別ごとの最も重要視していた項目の割合は

図3のとおりである。 19項目のうち、男性は、

「普段の生活にうるおいを求めることjが

18.9%と最も多く、「自分の健康に注意し、よい

状態を保つ努力をすること」が13.0%、「自分の

好みや考えをはっきり示すことjが12.5%の順

であった。一方、女性は「家族友人などひとと

のふれあいを求めることjが33.8%と最も多く、

「普段の生活にうるおいを求めることJが
19.8%、「自分の健康に注意し、よい状態を保つ

努力をすること」が12.6%の順であった。この

ように、男女とも健康に関連する項目である

「自分の健康に注意し、よい状態を保つ努力を

することjが19項目中の上位3位以内に位置づ

けられていた。さらに、 x2検定により、性別間
に有意差が認められた (p<0.001) 0すなわち、

男性は女性に比べ「自分の好みや考えをはっき

り示すことJを重要視している割合が約2.8倍有
意に多く、一方、女性は男性に比べ「家族友人

などひととのふれあいを求めること」を重要視

している者の割合が3倍強有意に多かった。ま

(%) 

た、男性は女性に比べ「屋外でのレジャーやス

ポーツを楽しむことJを重要視している者の割
合が約2.6倍有意に多かった。

4 )人生観

性別ごとの回答割合は図4のとおりである O

男性は、「身近な人との愛情を大事にしていき

たいJが25.1%と最も多く、「その日、その日
を楽しく生きたいJが21.5%、「自分の趣味を大
切にしていきたいJが15.8%の順であった。一
方、女性は、「身近な人との愛情を大事にしてい

きたいJが42.3%と最も多く、「その日、その
日を楽しく生きたいjが28.4%、「社会や他の

人々のためにつくしたい」が8.1%の順であり、

上位2項目は男性と変わらなかった。さらに、

x2検定により、性別聞に有意差が認められた(p
く0.001)0すなわち、女性は男性に比べ「身近

な人との愛情を大事にしていきたい」を重要視

している者の割合が約1.7倍有意に多く、男性

は女性に比べ「経済的に豊かになりたい」を重

要視している者の割合が約2.3倍、「自分の趣味

を大切にしていきたいJが約3.5倍有意に多かっ
た。
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男性
(0=530) 

女性
(0=222) 

0弛

男性
(n=530) 

女性
(nニ222)

20!見 40% 

「面白分を美しくかっこよくすること

国普段の生活にうるおいを求めるとと

|図物事をみた感じゃフィーリングで判断すること

|回女性が社会に積極的に進出すること

|ロ多少貯蓄を減らしても現在の生活を楽しむこと

|図屋外でのレジャーやスポーツを楽しむこと

四日本の伝統の良い面を見直すこと

|回省エネ&省資源を大切にすること

!回家族友人などひととのふれあいを求めること

園無墨空型j雪塾生喧空恒三ζ
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-自分の健康に注意し、よい状態を保つ努力をするこ剖

四自分の好みや考えをはっきり示すこと | 
図これまでの性道徳にこだわらなしてと | 

回会社や仕事ではなく、家庭を生活の中心におくこと|

・外国文化の中や国際社会で活動すること | 

目活字よりテレビ、映画、写真等に親しみをもつこと|

回天然・自然のものを大事にすること | 

回生活環境をよくすることに努力をおしまないこと | 

・老後の生活に関心をもつこと | 

図3.性別による価値観
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図4.性別による人生観



考 察

今回の調査によって、神戸大学の現代の大学

生の意識のいくつかの特徴がみられた。以下、

各調査項目ごとに詳細にみていくこととする O

健康統制所在については、学部間でみた場合、

海事科学部のIHLCは、医学部およびその他の

学部に比べ有意に高く、 FHLCは医学部が海事

科学部に比べ有意に高く、 SHLCは医学部が海

事科学部に比べ有意に低いという結果が得られ

た。一方、性別でみた場合、 IHLCは男性が女性

に比べ有意に高く、 FHLCは女性が男性に比べ

有意に高かった。学部聞に差がみられたのは、

医学部に含まれる保健学科学生の大半が女性で

あり、一方、海事科学部の学生の大半が男性で

あることが影響していると考えられる o IHLC 

が高いことは「自分の健康は自分次第である」

という内的統制の信念が強いことを、逆に，

FHLCが高いことは「自分の健康は家族の協力

のたまもの」という外的統制の信念が強いこと

を示しているO 健康を維持・増進していくため

には内的統制が強い方が好ましいと考えられて

いる8) ことから、学際的教育プログラムの構築

にあたっては、女子学生においても健康統制所

在における内的統制が高まるような内容を包含

することが重要であると考えられるO

健康観については、学部別においても、性別

においてもすべての群において、「心身ともに

健やかなこと」が最も回答割合が多かった。今

回、「病気がないこと」がl位ではなく、「心身

ともに健やかなこと」がl位になっていたこと

は、 1948年の世界保健機関憲章叫に記された健

康の定義、すなわち「健康とは、完全な身体的・

精神的及び社会的に良好の状態であり、単に疾

病がない又は病弱でないということではない」

を現代の大学生も十分に認識していることが窺

える O したがって、「心身ともに健やかなこと」

が具体的にどのようなことであるのかを示し、

なおかつ、すべての人々が「心身ともに健やかj

に生きていくことができるようにするためには、

社会の一員として個々人に何ができるのかを具
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体的に示す教育プログラムの構築ができれば、

自らの健康を保持・増進し、ひいては人々の健

康という面において社会の一員として貢献でき

うる人材の育成につながる可能性が示唆された。

価値観については、学部別および性別のどち

らでみた場合も、「普段の生活にうるおいを求

めることJを重要視している割合が上位3位以
内に位置づけられていた。現代は「癒し」とい

うことカflつのキーワードでありポイントであ

るといわれている問。今回の結果はこのことを

反映しているものと推測されるO 一方、価値観

に関する分析結果で注目すべきことは、学部別

および性別のどちらでみた場合も、「自分の健

康に注意し、よい状態を保つ努力をすること」

を重要視している割合が19項目中上位3位以内

に位置づけられていたことである O 現代は健康

ブームといわれ、マスメディアにおいて健康に

関する番組や記事が大変多く取り上げられてお

り、国民の健康への関心の高さが窺えるO その

ような社会状況の中で、本学学生も健康に高い

関心をもっていることが明らかになった。つま

り、上記の健康観のところでも述べたが、価値

観の分析結果からも、健康との関連が強い医学

部のみならず、一見あまり関連のなさそうなそ

れ以外の学部の学生に対しても、教育プログラ

ムの内容如何では、自らの健康を保持・増進し、

ひいては人々の健康という面において社会の一

員として貢献できうる人材の育成につながる可

能性が示唆される口

2001年に内閣府7)が公表した「第2回日本の青

少年の生活と意識J報告書では、大学生の人生
観としては、「身近な人との愛情を大事にして

いきたい」が33.6%と最も多く、「自分の趣味を

大切にしていきたい」が30.7%、「その日、そ

の日を楽しく生きたい」が14.7%の順であった。

学部間の比較では、医学部が内閣府の報告書と

比較して「身近な人との愛情を大事にしていき

たい」が約1.4倍多く、今回の特徴を示していた。

これには、保健学科の回答者に女性が多くいた

ことが影響してこのような結果が生じたとも考

えられる O また、性別ごとにみてみると、今回
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の結果は内閣府の報告書の示す傾向と比べ、と

くに男性では大きく変わっていなかった。一方、

女性では「社会や他の人々のためにつくしたいJ
が3番目に位置していた。内閣府の報告書では

大学生の当該項目の割合は5.0%で、 7項目の

うち 5番目であった。このように本学女子学生

に「社会や他の人々のためにつくしたい」と考

えている学生が多いことは、本学にとっては利

点であると考えられる。したがって、人々の健

康の保持・増進のための学際的教育プログラム

を構築するにあたっては、人々の健康面に対し

て「社会や他の人々のためにつくすjとはいか

なることであるのかを具体的に示すことができ

る内容にしていくことが重要であると考えるO

以上のことから、本学学生は学部の違い、性

別の違いにかかわらず、健康に対する意識が高

いことが明らかであり、社会に対して世界の健

康と福祉に寄与するパートナーとなりうる人材

を輩出することができ、ひいては高い健康と福

祉を有する“共生"社会を構築することに貢献

できるための学際的教育プログラムの提供に意

義があることが示唆された。

今回の調査は、対象者の学部や性別に大きな

偏りがみられたため、このことが今回の結果に

影響していることは否定できない。したがって、

今後は、各学部から無作為に参加者を抽出する

などして母集団を反映するような対象の選定を

行い調査を実施すると同時に、それらの対象参

加者の意識が4年間の学生生活の中でどのよう

に変化していくのかを縦断的に調査していくこ

とが必要であると考える O

結 三五
回ロ

本学における現代大学生の健康に関する意識

ならびに人生観について分析・検討した。

1 .自分の健康がどのように統制されているか

を示す健康統制所在においては、男性では内

的統制が強く、女'性は外的統制が強かった。

2 .学部の違い、性別の違いにかかわらず、本

学学生は健康に対する意識や関心が高いこと

が明らかになった。

3.本学において、健康と福祉に関する学際的

教育プログラムを開発・提供する時に重要な

背景因子の lつである学生の特性の一部を明

らかにすることができた。
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ABSTRACT : The purpose of this study was to explore health awareness/consciousness and the view of life of 

students at Kobe University to develop the interdisciplinary educational program for health and welfare. Seven 

hundred fifty two students paロicipatedin this research. We examined health locus of co附 01(HLC) ， the view 

of health， the sense of values， and the view of life in students. As a result， the point of internal of HLC in men 

was significantly higher than women and the point of external of HLC in women was significantly higher than 

men. On the other hand， regardless of the difference in the faculty and in the sex， it became clear that the stu-

dents have high awareness/consciousness and concern of health. Considering these students' characteristics we 

could develop and provide an interdisciplinary education program for health and welfare. Kobe University 

could provide the talented people who could become the partner to contribute for the health and welfare. 

Key Words : Health awareness/consciousness， View of life， Sense of value， Interdisciplinary education， Educa-

tlOn program 
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